
基礎　　

木柱200×200

DP2Φ12

○-60.5×3.2

DP2Φ12

B.PL-9×200×200

B.PL-9×200×200

無収縮モルタル詰め

無収縮モルタル 30t

A.BT 2-M12

60
70
0

92
捨てコンクリート t=30

砕石 t=120

D13

2 階床 XY 方向　　

床：フローリング t=15
　  床暖房パネル t=12 
　  構造用合板 t=12 
　  鋼製束 @455
　  構造用合板 t=24
　  スタイロフォーム t=100 

天井：シナ合板 t=9 CL

105×105 @910

LVL大梁:200×330

LVL大梁:200×330

15×45

15×45

105×240 @910

テラス XY 方向　　

90
0

22
2

22
2

22
2

22
2

12

FB 12×50

FB 12×50

笠木 : ガルバリウム鋼板

化粧材 : 米杉 OS

丸鋼 9Φ

LVL大梁:200×330

45×45

120×180

水勾配

床：米杉デッキ材 t=15
　  根太 45×90@455
　  調整束
　  FRP防水+トップコート
　  構造用合板 t=12
　  水勾配調整根太
　  構造用合板 t=24

外壁：ガルバリウム合板 リブ波 t=0.5
　　  透湿防水シート
　　  PB t=9.5
　　  縦胴縁 15×45@455
　　  構造用合板 t=12 

天井：シナ合板 t=9 CL

2 階開口部・外壁　　

200×300 200×300

LVL大梁:200×330910

10
1

外壁：ガルバリウム合板
　　　 大波 t=0.5
　　  透湿防水シート
　　  PB t=9.5
　　  縦胴縁 15×45@455
　　  構造用合板 t=12 
　　  ロックウール t=200

軒天井：シナ合板 t=9 CL

屋根：ガルバリウム鋼板
　　  　縦ハゼ葺き t=0.4
　　  透湿防水シート
　　  構造用合板 t=12

庇下地：構造用合板 t=12@455

構造用合板 t=24

壁：ビニルクロス
　  PB t=9.5
　  構造用合板 
         t=12

開口部：3枚引き戸

3枚吊り戸

上層階 床 XY方向　　

LVL大梁:150×400

45×90@910

105×150@910

LVL大梁:150×240

床：フローリング t=15
　  or
　  ラワン合板 t=12 CL
　  or
　  フレキシブルボード t=12
　  床暖房パネル t=12
　  構造用合板 t=12

天井：シナ合板[t=9]CL

1 階書斎　　

105×150

105×105

105×150

床：タイルカーペット t=9
　  構造用合板 t=12
　  スタイロフォーム t=50

壁：PB t=12.5 の上AEP

外壁：ガルバリウム合板大波 t=0.5
　　  透湿防水シート
　　  PB t=9.5
　　  縦胴縁 15×45@455以下
　　  構造用合板 t=12
　　  ロックウール t=100

屋根：ガルバリウム合板大波 t=0.5
　　  透湿防水シート
　　  PB t=9.5
　　  構造用合板 t=24
　　  ロックウール t=100

天井：PB t=9.5 の上AEP

開口部：引き違い戸

捨てコンクリート t=30

砕石 t=120

コンクリート 2次製品 □300

トップライト　　

外壁：ガルバリウム合板大波 t=0.5
　　  透湿防水シート
　　  PB t=9.5
　　  構造用合板 t=12

複層ガラスAl L-78×50×5
Al L-78×50×5

LVL大梁:150×500
　(レシプロカル架構)

LVL大梁:150×500
　(レシプロカル架構)

水勾配

化粧材：杉 OS

壁： PB t=9.5の上AEP

バルコニー　　

200×300

150×240

150×240

90×90@455

150×240

壁：ガルバリウム合板
　　 大波 t=0.5
　  透湿防水シート
　  PB t=9.5
　  構造用合板 t=12 

床：米杉デッキ材 t=15
　  根太 45×90@455
　  調整束
　  FRP防水+トップコート
　  構造用合板 t=12
　  水勾配調整根太
　  構造用合板 t=24
　  ロックウール t=100

軒天井：シナ合板 t=9 CL

LVL大梁:150×400

上層階 開口部・外壁　　

45×90

45×90

60
6.
7

60
6.
7

外壁：ガルバリウム合板大波 t=0.5
　　  透湿防水シート
　　  PB t=9.5
　　  縦胴縁 15×45@500以下
　　  構造用合板 t=12
　　  ロックウール t=100
　　  構造用合板 t=12 CL ※内壁材を兼ねる
　　  横胴縁 90×45@606.7

開口部：引き違い戸

屋根　　

200×300

150×240

910

屋根：ガルバリウム縦ハゼ葺き t=0.4
　　  アスファルトルーフィング
　　  構造用合板t=12
　　  垂木 45×90
　　  ロックウール t=100

軒天井：シナ合板 t=9 CL

10
2.5



　20 世紀後半から現代にかけての傾向として、建築は建築家の作家性を根拠とした理論
や思想を具現化したデザインから、クライアントを含む多様なコンテクストを取り込み
設計プロセスを重視したデザインへと変化している。また、現代では SDGs などの目標
や厳格化する法令制限などにより設計を行う上で建築を規定する外的要因は複雑化し、
機能や空間、形態のデザインなどに与える影響は大きくなっている。さらに、建築物を
つくる上での責任の所在が明確化される一方、様々な技術の進歩に伴い、社会的ニーズ
や価値観が多様化しているにも関わらず、建築或いは建築を構成する多くの要素の画一
化が進行している。

　このような時代背景に逆行し、建築家の思考が外的要因に覆われることなく、力強く
表現されている建築は今後の建築設計を考える上で重要度が増していると考え、建築家
の自邸に着目する。使用者 = 自身 = 設計者という特殊な関係性が成立する建築家の自邸
では、設計要件、要求性能、予算、敷地等の設計を行う上での多くの要素の決定権が自
分自身にあり、設計に影響を与える外的要因の多くが排除されるため、建築家の思考が
最大限表現される舞台であるともに、画一化が進行する建築に対する批評性を持ち合わ
せているのではないか。本研究では、建築家の自邸について調査及び分析を行い、既存
の手法に捉われない新たな視点の設計プロセスを提示する。

　建築家自身が自邸について言及している文言が記載されている書籍に掲載されている
277 事例を対象として調査を行い、その特徴や唯一性を明らかにする。
　建築家の自邸では、通常の住宅に必ず存在する要素が欠落し、快適性や機能性を犠牲
に豊かさを獲得している不完全な住宅が許容されていた。使用者 = 自身 = 建築家という
関係性によって生まれた、住宅としての形式や計画に捉われない極端な提案、「〇〇のな
い家」を抽出した上で、建築を構成する 8 つの部位に絞り、犠牲となった事柄と獲得し
た豊かさについて基礎的な分析を行う。更に、それらをダイアグラム化することでその
他に発生するであろう様々な要素を書き出し、ないことが生み出す豊かさの可能性を見
出し、設計提案に応用させることを目指す。

　東南アジアの家がすべてが吹き抜け
るように開放されている姿に感銘を受
け思い切りシンプルで、自然や環境と
の境目がわからないような家を作った。
鉄筋コンクリートの柱の上に鉄骨フ
レームの屋根を架け、中庭の上部に吊
られた開閉可能なテント部分で風や陽
ざしを調整することで、半屋外の居住
空間として利用できる。空気そのもの
のような建築を感じさせない建築。

伊東豊雄
-シルバーハット -

35

「
外
壁
」・「
屋
根
」
が
な
い

1941 年 ソウル生まれ
竣工年　　　1984 年
竣工時年齢　43 歳
所在地　　　（東京都）
構造　　　　RC+S造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　403.46 ㎡
建築面積　　119.99 ㎡
延床面積　　138.81 ㎡

　　3 階の天井から採光しており、そ
の日の太陽によって、部屋の光の色彩
をがらりと変える。僕がこの家を建て
るときに考えたのは洞窟のような家を
作ってみたいということでした。しぼ
りこまれた光が、部屋の中で変幻自在
の光の遊びを演じる。光のあたりぐあ
い、あるいは朝、昼晩の光の値によって、
部屋の内部風景が一変してしまう。

渡辺豊和
-餓鬼の舎 -

018

「
窓
」
が
な
い

1938 年 秋田県生まれ
竣工年　　　1976 年
竣工時年齢　38 歳
所在地　　　奈良県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 3階
敷地面積　　
建築面積　　
延床面積　　

　コンクリートの打ちっぱなしで囲い
を作り、どうにか住める家を作った。
小ささを補うためと家族の関係を問い
直すべく吹き抜けを設けて階層間の間
仕切りドアなどは一切ななく、上下に
繋がったワンルームとなっている。

東孝光
-塔の家 -

003

「
間
仕
切
り
」
が
な
い

1933 年 大阪府生まれ
竣工年　　　1966 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　RC造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 5階
敷地面積　　20.6 ㎡
建築面積　　
延床面積　　65.5 ㎡

　材料費と人件費を減らすために、関
わる業者は構造の鉄骨と RC、外壁を兼
ねたサッシとガラス等に絞り限られた
土地をいっぱいに使うためにガラスを
そのまま外壁にした。家全体の外側を
メッシュシートで囲むことで、外部か
らの視線を遮っている。暑さ寒さも気
になるが、窓を開け放てばかなり涼し
いという。リビングの上を吹き抜けと
したことで、風通しは抜群にいい。

長洲研志
-西麻布の家 -

113

「
外
装
」
が
な
い

1964 年 東京都生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　36 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　S+RC造
階数　　　　地下 2階
　　　　　　地上 3階
敷地面積　　50.01 ㎡
建築面積　　30.00 ㎡
延床面積　　119.00 ㎡

　材料費と人件費を減らすために、関
わる業者は構造の鉄骨と RC、外壁を兼
ねたサッシとガラス等に絞り限られた
土地をいっぱいに使うためにガラスを
そのまま外壁にした。家全体の外側を
メッシュシートで囲むことで、外部か
らの視線を遮っている。暑さ寒さも気
になるが、窓を開け放てばかなり涼し
いという。リビングの上を吹き抜けと
したことで、風通しは抜群にいい。

長洲研志
-西麻布の家 -

113

「
外
装
」
が
な
い

1964 年 東京都生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　36 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　S+RC造
階数　　　　地下 2階
　　　　　　地上 3階
敷地面積　　50.01 ㎡
建築面積　　30.00 ㎡
延床面積　　119.00 ㎡

　壁・床・天井のグリッドと、間仕切
りをつくらない大空間。材料の統一と
柔らかい光によって均質な雰囲気が生
まれ、生活の場を限定しない自由さに
溢れてる。「その時々の必然性によって、
家具を気軽に移動しています。生活の
場所はあまり決まっていないほうがい
いと思うんです」厳しい環境のなかに
切り取られたかのようなこの空間で、
実に軽やかに生活されていた。

五十嵐淳
-矩形の森 -

104

「
間
仕
切
り
」
が
な
い

1970 年 北海道生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　30 歳
所在地　　　北海道
構造　　　　木造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　166.93 ㎡
建築面積　　109.30 ㎡
延床面積　　109.30 ㎡

　室内にいると背後からも光が注いで
くるような感覚となる。雲で太陽が隠
れる時には部屋中の光の量がゆっくり
と変化するのを体感する。外の景色が
見えなくとも、大きく抜ける開口部が
なくとも、そこには太陽の光を体で感
じる空間が現れた。

服部信康
-GO-TEI-

143

「
窓
」
が
な
い

1966 年 愛知県生まれ
竣工年　　　2008 年
竣工時年齢　42 歳
所在地　　　愛知県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　118.10 ㎡
建築面積　　70.45 ㎡
延床面積　　67.33 ㎡

　1 階の軒下とピロティは街に大きく
開き、敷地から道路へと広がる空間に、
仕事場、土間、植栽、池というように
室内的要素から屋外的要素までを段階
的に配置している。境界にグラデーショ
ンをつけることで、道行く人は自然に
軒下に引き込まれ、一番奥の仕事場と
の間で会話が生まれる。ほどよい距離
感で周囲と緩やかに繋がり、街に対し
て公共的な空間を提供する。

佐原光治
-辻堂東の家 -

162

「
１
階
」
が
な
い

1972 年 和歌山県生まれ
竣工年　　　2014 年
竣工時年齢　42 歳
所在地　　　和歌山県
構造　　　　S造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　283.37 ㎡
建築面積　　118.52 ㎡
延床面積　　189.51 ㎡

　雑木林に面する南側に設けられた強
化ガラスの引き戸を全開することで、
外部とも内部ともいえる縁側のような
空間が出現する。この空間は、玄関、
飲み食べ交歓する場所、そして寝室に
もなり、自然との一体化を実感できる。

平賀信孝
-Villa 晴れる舎 -

158

「
外
壁
」
が
な
い

1949 年生まれ
竣工年　　　2013 年
竣工時年齢　64 歳
所在地　　　山梨県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　2,939.7 ㎡
建築面積　　97.65 ㎡
延床面積　　85.14 ㎡

　この住宅では、声楽家である妻が練
習やレッスンを行うための音楽室が求
められていたため、通りに面した 1 階
をほぼ全て土足の土間空間とし、風除
室を兼ねた多目的スペースと音楽室を
配置した。これらはさまざまな用途に
利用することのできる街のための空間
でもあり、かつての「ミセ」のように
住まいとまちを接続するための場所で
ある。

竹内申一
-まちの家 -

170

「
玄
関
」
が
な
い

1968 年 愛知県生まれ
竣工年　　　2015 年
竣工時年齢　47 歳
所在地　　　石川県
構造　　　　木+RC造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 2階
敷地面積　　81.83 ㎡
建築面積　　60.21 ㎡
延床面積　　149.18 ㎡

　自邸であるからこそ、自身が更新を
続けられる空間構成のみを躯体によっ
て出現させ、その「躯体に住まう」こ
とを目指した。社会背景や家族構成の
変化に合わせて、住まいてが更新し「身
の丈にあったメタボリズム」を実践し
ていくことになる。そのような実践に
合わせ、準防火地域に求められる必要
最低限の建材の構成にとどめ、仕上げ
材をほとんど使用しない住宅とした。

アサノコウタ
-福島の自邸 -

174

「
仕
上
げ
」
が
な
い

1983 年 福島県生まれ
竣工年　　　2016 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　福島県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　104.09 ㎡
建築面積　　55.58 ㎡
延床面積　　69.85 ㎡

　屋根がなければ、建蔽率も容積率も
関係ない。雨が降ったら屋根のある部
分に引っ込めばいい。リビングの上に
は「空」がぽっかりと空いている。そ
れは都会に残る唯一の大自然だ。荒々
しい風や、冷たい雨も吹き付けるし、
輝く太陽や、白い月もよぎっていく。
家族はその下で身を寄せ合って眠るの
だ。

鈴木理考
-オープンスカイハウス -

216

「
屋
根
」
が
な
い

1974 年 北海道生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　45 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　76.71 ㎡
建築面積　　37.83 ㎡
延床面積　　57.01 ㎡

　道路側に設けた大きな建具は、自然
（山林）と人工（住宅地）を繋ぐ堰とし
て機能する。開け放つことで水が流れ
込んでくるように、内部にさまざまな
環境が混ざり合う。子供が中と外関係
なく走り回ったり、バーベキューを楽
しんだり、また、ギャラリーや習い事
の教室を開くなど多用途に利用できる。
逆に大きな建具を閉めると、人が集い
寛ぐリビングとなる。

斉藤智士
-堰の家 -

212

「
玄
関
」
が
な
い

1986 年 京都府生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　大阪府
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　178.04 ㎡
建築面積　　88.91 ㎡
延床面積　　99.03 ㎡

　大きな活動の場「あそのびスペース」
を家の中心に据え、個室や収納、水回
りを東西側の細長いヴォリュームを寄
せた。空間の大きさは活動を示唆する。
例えばキッチンの脇にスペースがあれ
ばダイニングを示唆し、その先にスペー
スがあればリビングを示唆する。あそ
のびスペースをひとつ大きな空間にす
ることで、「家」という場が持つ慣習に
捉われない活動ができると考えた。

塩田有紀
-あそのびハウス -
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「
玄
関
」
が
な
い

1973 年 東京都生まれ
竣工年　　　2018 年
竣工時年齢　45 歳
所在地　　　愛知県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　190.20 ㎡
建築面積　　95.43 ㎡
延床面積　　161.52 ㎡

　トイレを除き、仕切られることなく
繋がった 1 室空間の 1 階と、仮設的に
床が設置された 2 階からなる住宅。全
面道路が行き止まりになっているため、
車や人通りがほとんどないのが特徴的
である。床面は家唯一の個室であるト
イレを覗き、一切仕切られることなく
繋がっている。

久野浩志
-ショーケース -

229

「
間
仕
切
り
」
が
な
い

1970 年 青森県生まれ
竣工年　　　2020 年
竣工時年齢　50 歳
所在地　　　北海道
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　551.49 ㎡
建築面積　　67.08 ㎡
延床面積　　118.56 ㎡

　この地域の風土に根差しながらも
人々の営みがより外部に顕在化するよ
うな新たな北陸建築の在り方を求め、
建物の大半を宙にもち上げ室内空間よ
りも大きな軒下空間を持つ構成を考え
た。この住宅では、広い軒下空間を設え、
人々が天候に左右されず安心して過ご
すことのできる開かれた場として地域
に解放している。

西和人
-能見の高床 -
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1981 年 石川県生まれ
竣工年　　　2022 年
竣工時年齢　41 歳
所在地　　　石川県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　247.12 ㎡
建築面積　　92.34 ㎡
延床面積　　89.94 ㎡

　家と庭の間には壁を作らず、すべて
窓サッシや建具で組み立てた。木の角
材や鉄骨部材、単艦パイプの柱や梁、
筋交いなどのストラクチャーに加え、
階段のささらや手すり、窓のサッシ枠、
さらにさらに家具やさまざまな生活の
風景を作るものを溢れ出させた。

山田紗子
-daita2019-

225
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1984 年 東京都生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　35 歳
所在地　　　東京
構造　　　　木+S造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 2階
敷地面積　　109.69 ㎡
建築面積　　62.75 ㎡
延床面積　　138.50 ㎡

　居住空間には仕切り壁はなく、その
四周は廊下となっており、キッチン、
浴室、収納等が交換可能に取り付けら
れている。また、居住階の下部は当初
はピロティとされ、家族構成の変化に
応じて、居住階からカプセルを吊り下
げる形で増築が可能になっており、実
際、この方式で子供部屋の増築が行わ
れていた。これらは菊竹の唱えるメタ
ボリズムを体現したものであった。

菊竹清訓
-スカイハウス -
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1928 年 福岡県生まれ
竣工年　　　1958 年
竣工時年齢　30 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　247.34 ㎡
建築面積　　104 ㎡
延床面積　　98 ㎡

　建物の内外を隔てる壁や窓がない状態。シルバー
ハットは、外部に開放され、自然や環境との境目がわ
からないような半屋外の居住空間が構成されている。
外皮のない住宅は、防犯性や天候によって居住性が損
なわれるが、外部環境と限りなく一体化した空間を獲
得できる。

　035シルバーハット /伊東豊雄 ( 代表事例 )

　建物の外周部に設けたガラスをそのまま外皮として
扱っている状態。daita2019 は、　家と庭の間に壁を
作らず全て窓サッシや建具で構成し生活の風景を作る
ものが街に溢れ出ている。外壁がない住宅は防犯性や
外部からのプライバシー等の懸念点があるが、街との
程よい距離感を保ちながら、緩やかな関係性を生み出
す空間を獲得できる。

　225　山田紗子 /-daita2019-
( 代表事例 )

　天井部分に屋根がなく空に開かれている状態。オー
プンスカイハウスは、リビングの上に空が広がってお
り、住宅街の中でも大自然を獲得している。屋根がな
い住宅は、天候の影響を大きく受けるが、狭小地にお
いてもプライバシーの確保された屋外空間と明るい住
環境を獲得できる。

　216　鈴木理考 /オープンスカイハウス

　内部空間の仕切りがなく全体が繋がった一体空間に
なっている状態を。塔の家は吹き抜けを設けることで
階層間の間仕切りや扉が一切なく、上下に繋がったワ
ンルームとなっている。間仕切りがない住宅は、居住
者同士のプライバシー等の懸念点があるが、家族間の
関係性の構築や生活の場を限定しない柔軟な住環境を
獲得できる。

　003　東孝光 /塔の家

　主な居住空間が 2 階以上に配置されている状態。
スカイハウスは、1 階部分はピロティとされ家族構成
の変化に応じて増築が可能となっていた。1 階がない
住宅は、生活上の利便性が劣るが、公共的に開かれた
空間を構成し、将来の増改築のための余白として機能
する。

　002　菊竹清訓 /スカイハウス

　住宅の出入り口が外部に開かれている状態。まちの
家では、通りに面した 1 階が風除室を兼ねた多目的
スペース等となっており、街のための空間となってい
る。玄関がない家は、防犯性やプライバシーの懸念点
があるが、常に街と接続され、様々な環境が混ざり合
う空間を獲得できる。

　170　竹内申一 /まちの家

　内部空間の窓が極端に少なく、絞り込まれた光で全
体の採光を行っている状態。GO-TEI は、採光をトッ
プライトから差し込む光に限定することで太陽の光を
体で感じる空間が構成されている。窓がない住宅は、
暗く閉じられた生活空間となるが、非日常的で神秘的
な空間を獲得できる。

　143　服部信康 /GO-TEI

　内装仕上げが施されずに建築を構成する部材が剥き
出しになっている状態。福島の自邸は、仕上げ材をほ
とんど使用しない住宅とすることで住まい手による更
新が可能となっている。仕上げのない住宅は、機能性
では劣るが、社会背景や家族構成等に変化合わせた小
規模な更新が容易となる空間を獲得できる。

　174　アサノコウタ /福島の自邸

　20 世紀後半から現代にかけての傾向として、建築は建築家の作家性を根拠とした理論
や思想を具現化したデザインから、クライアントを含む多様なコンテクストを取り込み
設計プロセスを重視したデザインへと変化している。また、現代では SDGs などの目標
や厳格化する法令制限などにより設計を行う上で建築を規定する外的要因は複雑化し、
機能や空間、形態のデザインなどに与える影響は大きくなっている。さらに、建築物を
つくる上での責任の所在が明確化される一方、様々な技術の進歩に伴い、社会的ニーズ
や価値観が多様化しているにも関わらず、建築或いは建築を構成する多くの要素の画一
化が進行している。

　このような時代背景に逆行し、建築家の思考が外的要因に覆われることなく、力強く
表現されている建築は今後の建築設計を考える上で重要度が増していると考え、建築家
の自邸に着目する。使用者 = 自身 = 設計者という特殊な関係性が成立する建築家の自邸
では、設計要件、要求性能、予算、敷地等の設計を行う上での多くの要素の決定権が自
分自身にあり、設計に影響を与える外的要因の多くが排除されるため、建築家の思考が
最大限表現される舞台であるともに、画一化が進行する建築に対する批評性を持ち合わ
せているのではないか。本研究では、建築家の自邸について調査及び分析を行い、既存
の手法に捉われない新たな視点の設計プロセスを提示する。

　建築家自身が自邸について言及している文言が記載されている書籍に掲載されている
277 事例を対象として調査を行い、その特徴や唯一性を明らかにする。
　建築家の自邸では、通常の住宅に必ず存在する要素が欠落し、快適性や機能性を犠牲
に豊かさを獲得している不完全な住宅が許容されていた。使用者 = 自身 = 建築家という
関係性によって生まれた、住宅としての形式や計画に捉われない極端な提案、「〇〇のな
い家」を抽出した上で、建築を構成する 8 つの部位に絞り、犠牲となった事柄と獲得し
た豊かさについて基礎的な分析を行う。更に、それらをダイアグラム化することでその
他に発生するであろう様々な要素を書き出し、ないことが生み出す豊かさの可能性を見
出し、設計提案に応用させることを目指す。

　東南アジアの家がすべてが吹き抜け
るように開放されている姿に感銘を受
け思い切りシンプルで、自然や環境と
の境目がわからないような家を作った。
鉄筋コンクリートの柱の上に鉄骨フ
レームの屋根を架け、中庭の上部に吊
られた開閉可能なテント部分で風や陽
ざしを調整することで、半屋外の居住
空間として利用できる。空気そのもの
のような建築を感じさせない建築。

伊東豊雄
-シルバーハット -
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1941 年 ソウル生まれ
竣工年　　　1984 年
竣工時年齢　43 歳
所在地　　　（東京都）
構造　　　　RC+S造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　403.46 ㎡
建築面積　　119.99 ㎡
延床面積　　138.81 ㎡

　　3 階の天井から採光しており、そ
の日の太陽によって、部屋の光の色彩
をがらりと変える。僕がこの家を建て
るときに考えたのは洞窟のような家を
作ってみたいということでした。しぼ
りこまれた光が、部屋の中で変幻自在
の光の遊びを演じる。光のあたりぐあ
い、あるいは朝、昼晩の光の値によって、
部屋の内部風景が一変してしまう。

渡辺豊和
-餓鬼の舎 -

018
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1938 年 秋田県生まれ
竣工年　　　1976 年
竣工時年齢　38 歳
所在地　　　奈良県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 3階
敷地面積　　
建築面積　　
延床面積　　

　コンクリートの打ちっぱなしで囲い
を作り、どうにか住める家を作った。
小ささを補うためと家族の関係を問い
直すべく吹き抜けを設けて階層間の間
仕切りドアなどは一切ななく、上下に
繋がったワンルームとなっている。

東孝光
-塔の家 -

003
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1933 年 大阪府生まれ
竣工年　　　1966 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　RC造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 5階
敷地面積　　20.6 ㎡
建築面積　　
延床面積　　65.5 ㎡

　材料費と人件費を減らすために、関
わる業者は構造の鉄骨と RC、外壁を兼
ねたサッシとガラス等に絞り限られた
土地をいっぱいに使うためにガラスを
そのまま外壁にした。家全体の外側を
メッシュシートで囲むことで、外部か
らの視線を遮っている。暑さ寒さも気
になるが、窓を開け放てばかなり涼し
いという。リビングの上を吹き抜けと
したことで、風通しは抜群にいい。

長洲研志
-西麻布の家 -
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1964 年 東京都生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　36 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　S+RC造
階数　　　　地下 2階
　　　　　　地上 3階
敷地面積　　50.01 ㎡
建築面積　　30.00 ㎡
延床面積　　119.00 ㎡

　材料費と人件費を減らすために、関
わる業者は構造の鉄骨と RC、外壁を兼
ねたサッシとガラス等に絞り限られた
土地をいっぱいに使うためにガラスを
そのまま外壁にした。家全体の外側を
メッシュシートで囲むことで、外部か
らの視線を遮っている。暑さ寒さも気
になるが、窓を開け放てばかなり涼し
いという。リビングの上を吹き抜けと
したことで、風通しは抜群にいい。

長洲研志
-西麻布の家 -

113
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1964 年 東京都生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　36 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　S+RC造
階数　　　　地下 2階
　　　　　　地上 3階
敷地面積　　50.01 ㎡
建築面積　　30.00 ㎡
延床面積　　119.00 ㎡

　壁・床・天井のグリッドと、間仕切
りをつくらない大空間。材料の統一と
柔らかい光によって均質な雰囲気が生
まれ、生活の場を限定しない自由さに
溢れてる。「その時々の必然性によって、
家具を気軽に移動しています。生活の
場所はあまり決まっていないほうがい
いと思うんです」厳しい環境のなかに
切り取られたかのようなこの空間で、
実に軽やかに生活されていた。

五十嵐淳
-矩形の森 -

104
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1970 年 北海道生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　30 歳
所在地　　　北海道
構造　　　　木造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　166.93 ㎡
建築面積　　109.30 ㎡
延床面積　　109.30 ㎡

　室内にいると背後からも光が注いで
くるような感覚となる。雲で太陽が隠
れる時には部屋中の光の量がゆっくり
と変化するのを体感する。外の景色が
見えなくとも、大きく抜ける開口部が
なくとも、そこには太陽の光を体で感
じる空間が現れた。

服部信康
-GO-TEI-

143

「
窓
」
が
な
い

1966 年 愛知県生まれ
竣工年　　　2008 年
竣工時年齢　42 歳
所在地　　　愛知県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　118.10 ㎡
建築面積　　70.45 ㎡
延床面積　　67.33 ㎡

　1 階の軒下とピロティは街に大きく
開き、敷地から道路へと広がる空間に、
仕事場、土間、植栽、池というように
室内的要素から屋外的要素までを段階
的に配置している。境界にグラデーショ
ンをつけることで、道行く人は自然に
軒下に引き込まれ、一番奥の仕事場と
の間で会話が生まれる。ほどよい距離
感で周囲と緩やかに繋がり、街に対し
て公共的な空間を提供する。

佐原光治
-辻堂東の家 -
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1972 年 和歌山県生まれ
竣工年　　　2014 年
竣工時年齢　42 歳
所在地　　　和歌山県
構造　　　　S造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　283.37 ㎡
建築面積　　118.52 ㎡
延床面積　　189.51 ㎡

　雑木林に面する南側に設けられた強
化ガラスの引き戸を全開することで、
外部とも内部ともいえる縁側のような
空間が出現する。この空間は、玄関、
飲み食べ交歓する場所、そして寝室に
もなり、自然との一体化を実感できる。

平賀信孝
-Villa 晴れる舎 -
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1949 年生まれ
竣工年　　　2013 年
竣工時年齢　64 歳
所在地　　　山梨県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　2,939.7 ㎡
建築面積　　97.65 ㎡
延床面積　　85.14 ㎡

　この住宅では、声楽家である妻が練
習やレッスンを行うための音楽室が求
められていたため、通りに面した 1 階
をほぼ全て土足の土間空間とし、風除
室を兼ねた多目的スペースと音楽室を
配置した。これらはさまざまな用途に
利用することのできる街のための空間
でもあり、かつての「ミセ」のように
住まいとまちを接続するための場所で
ある。

竹内申一
-まちの家 -
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1968 年 愛知県生まれ
竣工年　　　2015 年
竣工時年齢　47 歳
所在地　　　石川県
構造　　　　木+RC造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 2階
敷地面積　　81.83 ㎡
建築面積　　60.21 ㎡
延床面積　　149.18 ㎡

　自邸であるからこそ、自身が更新を
続けられる空間構成のみを躯体によっ
て出現させ、その「躯体に住まう」こ
とを目指した。社会背景や家族構成の
変化に合わせて、住まいてが更新し「身
の丈にあったメタボリズム」を実践し
ていくことになる。そのような実践に
合わせ、準防火地域に求められる必要
最低限の建材の構成にとどめ、仕上げ
材をほとんど使用しない住宅とした。

アサノコウタ
-福島の自邸 -

174
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1983 年 福島県生まれ
竣工年　　　2016 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　福島県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　104.09 ㎡
建築面積　　55.58 ㎡
延床面積　　69.85 ㎡

　屋根がなければ、建蔽率も容積率も
関係ない。雨が降ったら屋根のある部
分に引っ込めばいい。リビングの上に
は「空」がぽっかりと空いている。そ
れは都会に残る唯一の大自然だ。荒々
しい風や、冷たい雨も吹き付けるし、
輝く太陽や、白い月もよぎっていく。
家族はその下で身を寄せ合って眠るの
だ。

鈴木理考
-オープンスカイハウス -
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1974 年 北海道生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　45 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　76.71 ㎡
建築面積　　37.83 ㎡
延床面積　　57.01 ㎡

　道路側に設けた大きな建具は、自然
（山林）と人工（住宅地）を繋ぐ堰とし
て機能する。開け放つことで水が流れ
込んでくるように、内部にさまざまな
環境が混ざり合う。子供が中と外関係
なく走り回ったり、バーベキューを楽
しんだり、また、ギャラリーや習い事
の教室を開くなど多用途に利用できる。
逆に大きな建具を閉めると、人が集い
寛ぐリビングとなる。

斉藤智士
-堰の家 -
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1986 年 京都府生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　大阪府
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　178.04 ㎡
建築面積　　88.91 ㎡
延床面積　　99.03 ㎡

　大きな活動の場「あそのびスペース」
を家の中心に据え、個室や収納、水回
りを東西側の細長いヴォリュームを寄
せた。空間の大きさは活動を示唆する。
例えばキッチンの脇にスペースがあれ
ばダイニングを示唆し、その先にスペー
スがあればリビングを示唆する。あそ
のびスペースをひとつ大きな空間にす
ることで、「家」という場が持つ慣習に
捉われない活動ができると考えた。

塩田有紀
-あそのびハウス -

197

「
玄
関
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が
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1973 年 東京都生まれ
竣工年　　　2018 年
竣工時年齢　45 歳
所在地　　　愛知県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　190.20 ㎡
建築面積　　95.43 ㎡
延床面積　　161.52 ㎡

　トイレを除き、仕切られることなく
繋がった 1 室空間の 1 階と、仮設的に
床が設置された 2 階からなる住宅。全
面道路が行き止まりになっているため、
車や人通りがほとんどないのが特徴的
である。床面は家唯一の個室であるト
イレを覗き、一切仕切られることなく
繋がっている。

久野浩志
-ショーケース -
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1970 年 青森県生まれ
竣工年　　　2020 年
竣工時年齢　50 歳
所在地　　　北海道
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　551.49 ㎡
建築面積　　67.08 ㎡
延床面積　　118.56 ㎡

　この地域の風土に根差しながらも
人々の営みがより外部に顕在化するよ
うな新たな北陸建築の在り方を求め、
建物の大半を宙にもち上げ室内空間よ
りも大きな軒下空間を持つ構成を考え
た。この住宅では、広い軒下空間を設え、
人々が天候に左右されず安心して過ご
すことのできる開かれた場として地域
に解放している。

西和人
-能見の高床 -
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「
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階
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が
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1981 年 石川県生まれ
竣工年　　　2022 年
竣工時年齢　41 歳
所在地　　　石川県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　247.12 ㎡
建築面積　　92.34 ㎡
延床面積　　89.94 ㎡

　家と庭の間には壁を作らず、すべて
窓サッシや建具で組み立てた。木の角
材や鉄骨部材、単艦パイプの柱や梁、
筋交いなどのストラクチャーに加え、
階段のささらや手すり、窓のサッシ枠、
さらにさらに家具やさまざまな生活の
風景を作るものを溢れ出させた。

山田紗子
-daita2019-

225

「
外
装
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が
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1984 年 東京都生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　35 歳
所在地　　　東京
構造　　　　木+S造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 2階
敷地面積　　109.69 ㎡
建築面積　　62.75 ㎡
延床面積　　138.50 ㎡

　居住空間には仕切り壁はなく、その
四周は廊下となっており、キッチン、
浴室、収納等が交換可能に取り付けら
れている。また、居住階の下部は当初
はピロティとされ、家族構成の変化に
応じて、居住階からカプセルを吊り下
げる形で増築が可能になっており、実
際、この方式で子供部屋の増築が行わ
れていた。これらは菊竹の唱えるメタ
ボリズムを体現したものであった。

菊竹清訓
-スカイハウス -

002
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1928 年 福岡県生まれ
竣工年　　　1958 年
竣工時年齢　30 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　247.34 ㎡
建築面積　　104 ㎡
延床面積　　98 ㎡

　建物の内外を隔てる壁や窓がない状態。シルバー
ハットは、外部に開放され、自然や環境との境目がわ
からないような半屋外の居住空間が構成されている。
外皮のない住宅は、防犯性や天候によって居住性が損
なわれるが、外部環境と限りなく一体化した空間を獲
得できる。

　035シルバーハット /伊東豊雄 ( 代表事例 )

　建物の外周部に設けたガラスをそのまま外皮として
扱っている状態。daita2019 は、　家と庭の間に壁を
作らず全て窓サッシや建具で構成し生活の風景を作る
ものが街に溢れ出ている。外壁がない住宅は防犯性や
外部からのプライバシー等の懸念点があるが、街との
程よい距離感を保ちながら、緩やかな関係性を生み出
す空間を獲得できる。

　225　山田紗子 /-daita2019-
( 代表事例 )

　天井部分に屋根がなく空に開かれている状態。オー
プンスカイハウスは、リビングの上に空が広がってお
り、住宅街の中でも大自然を獲得している。屋根がな
い住宅は、天候の影響を大きく受けるが、狭小地にお
いてもプライバシーの確保された屋外空間と明るい住
環境を獲得できる。

　216　鈴木理考 /オープンスカイハウス

　内部空間の仕切りがなく全体が繋がった一体空間に
なっている状態を。塔の家は吹き抜けを設けることで
階層間の間仕切りや扉が一切なく、上下に繋がったワ
ンルームとなっている。間仕切りがない住宅は、居住
者同士のプライバシー等の懸念点があるが、家族間の
関係性の構築や生活の場を限定しない柔軟な住環境を
獲得できる。

　003　東孝光 /塔の家

　主な居住空間が 2 階以上に配置されている状態。
スカイハウスは、1 階部分はピロティとされ家族構成
の変化に応じて増築が可能となっていた。1 階がない
住宅は、生活上の利便性が劣るが、公共的に開かれた
空間を構成し、将来の増改築のための余白として機能
する。

　002　菊竹清訓 /スカイハウス

　住宅の出入り口が外部に開かれている状態。まちの
家では、通りに面した 1 階が風除室を兼ねた多目的
スペース等となっており、街のための空間となってい
る。玄関がない家は、防犯性やプライバシーの懸念点
があるが、常に街と接続され、様々な環境が混ざり合
う空間を獲得できる。

　170　竹内申一 /まちの家

　内部空間の窓が極端に少なく、絞り込まれた光で全
体の採光を行っている状態。GO-TEI は、採光をトッ
プライトから差し込む光に限定することで太陽の光を
体で感じる空間が構成されている。窓がない住宅は、
暗く閉じられた生活空間となるが、非日常的で神秘的
な空間を獲得できる。

　143　服部信康 /GO-TEI

　内装仕上げが施されずに建築を構成する部材が剥き
出しになっている状態。福島の自邸は、仕上げ材をほ
とんど使用しない住宅とすることで住まい手による更
新が可能となっている。仕上げのない住宅は、機能性
では劣るが、社会背景や家族構成等に変化合わせた小
規模な更新が容易となる空間を獲得できる。

　174　アサノコウタ /福島の自邸



8 つの〇〇がないを部分的に応用し、それらが共存することによる補完関係やメリット
をスタディすることで全体を統合した 1 つの住宅を設計する。
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4-1. 提案概要
　これまでの分析を住宅の設計に落とし込
み、” 〇〇がないこと” から建築を考えるこ
とによって、「ないことによる豊かさ」を享
受する暮らしを営む不完全な家を提案する。

　本提案では、将来の私自身の家を設計対
象とし、検証として設計提案を行う。

4-2. 敷地及び居住者
　敷地は千葉県船橋市にある祖父の所有す
る土地とする。居住者は夫婦・子供 2 人を
想定し、基本となる設計要件は、自分自身
で手を加えながら生活したいこと、将来的
にはこの場所で個人建築設計事務所を開設
することとする。

　これまでの分析を住宅の設計に落とし
込み、” 〇〇がないこと” から建築を考え
ることによって、「ないことによる豊か
さ」を享受する暮らしを営む不完全な家
を提案する。

　本提案では、将来の私自身の家を設計
対象とし、検証として設計提案を行う。

SITE　S:1/2000

　1 階部分は街に開放し公園のような公共空間とし、
道ゆく人との距離を保ちながら建築を街に開く。布基
礎を用いることでピロティに草木が芽吹き自然が入り
込み、大きな軒下に人々が誘い込まれる。大きな余白
ともなるこの空間は将来的な増改築を許容する。

　ピロティに面して書斎を設け、ここを出入口とする
ことで住まいと街の境界を曖昧にする。家主の仕事を
日常的に体感し、家族間の密な関係性を構築する。上
部躯体とは切り離されているため、仮設的で人々を受
け入れる形態とし、駐車場とピロティを分割している。
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　20 世紀後半から現代にかけての傾向として、建築は建築家の作家性を根拠とした理論
や思想を具現化したデザインから、クライアントを含む多様なコンテクストを取り込み
設計プロセスを重視したデザインへと変化している。また、現代では SDGs などの目標
や厳格化する法令制限などにより設計を行う上で建築を規定する外的要因は複雑化し、
機能や空間、形態のデザインなどに与える影響は大きくなっている。さらに、建築物を
つくる上での責任の所在が明確化される一方、様々な技術の進歩に伴い、社会的ニーズ
や価値観が多様化しているにも関わらず、建築或いは建築を構成する多くの要素の画一
化が進行している。

　このような時代背景に逆行し、建築家の思考が外的要因に覆われることなく、力強く
表現されている建築は今後の建築設計を考える上で重要度が増していると考え、建築家
の自邸に着目する。使用者 = 自身 = 設計者という特殊な関係性が成立する建築家の自邸
では、設計要件、要求性能、予算、敷地等の設計を行う上での多くの要素の決定権が自
分自身にあり、設計に影響を与える外的要因の多くが排除されるため、建築家の思考が
最大限表現される舞台であるともに、画一化が進行する建築に対する批評性を持ち合わ
せているのではないか。本研究では、建築家の自邸について調査及び分析を行い、既存
の手法に捉われない新たな視点の設計プロセスを提示する。

　建築家自身が自邸について言及している文言が記載されている書籍に掲載されている
277 事例を対象として調査を行い、その特徴や唯一性を明らかにする。
　建築家の自邸では、通常の住宅に必ず存在する要素が欠落し、快適性や機能性を犠牲
に豊かさを獲得している不完全な住宅が許容されていた。使用者 = 自身 = 建築家という
関係性によって生まれた、住宅としての形式や計画に捉われない極端な提案、「〇〇のな
い家」を抽出した上で、建築を構成する 8 つの部位に絞り、犠牲となった事柄と獲得し
た豊かさについて基礎的な分析を行う。更に、それらをダイアグラム化することでその
他に発生するであろう様々な要素を書き出し、ないことが生み出す豊かさの可能性を見
出し、設計提案に応用させることを目指す。

　東南アジアの家がすべてが吹き抜け
るように開放されている姿に感銘を受
け思い切りシンプルで、自然や環境と
の境目がわからないような家を作った。
鉄筋コンクリートの柱の上に鉄骨フ
レームの屋根を架け、中庭の上部に吊
られた開閉可能なテント部分で風や陽
ざしを調整することで、半屋外の居住
空間として利用できる。空気そのもの
のような建築を感じさせない建築。

伊東豊雄
-シルバーハット -
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「
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」・「
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」
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1941 年 ソウル生まれ
竣工年　　　1984 年
竣工時年齢　43 歳
所在地　　　（東京都）
構造　　　　RC+S造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　403.46 ㎡
建築面積　　119.99 ㎡
延床面積　　138.81 ㎡

　　3 階の天井から採光しており、そ
の日の太陽によって、部屋の光の色彩
をがらりと変える。僕がこの家を建て
るときに考えたのは洞窟のような家を
作ってみたいということでした。しぼ
りこまれた光が、部屋の中で変幻自在
の光の遊びを演じる。光のあたりぐあ
い、あるいは朝、昼晩の光の値によって、
部屋の内部風景が一変してしまう。

渡辺豊和
-餓鬼の舎 -

018

「
窓
」
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1938 年 秋田県生まれ
竣工年　　　1976 年
竣工時年齢　38 歳
所在地　　　奈良県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 3階
敷地面積　　
建築面積　　
延床面積　　

　コンクリートの打ちっぱなしで囲い
を作り、どうにか住める家を作った。
小ささを補うためと家族の関係を問い
直すべく吹き抜けを設けて階層間の間
仕切りドアなどは一切ななく、上下に
繋がったワンルームとなっている。

東孝光
-塔の家 -

003

「
間
仕
切
り
」
が
な
い

1933 年 大阪府生まれ
竣工年　　　1966 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　RC造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 5階
敷地面積　　20.6 ㎡
建築面積　　
延床面積　　65.5 ㎡

　材料費と人件費を減らすために、関
わる業者は構造の鉄骨と RC、外壁を兼
ねたサッシとガラス等に絞り限られた
土地をいっぱいに使うためにガラスを
そのまま外壁にした。家全体の外側を
メッシュシートで囲むことで、外部か
らの視線を遮っている。暑さ寒さも気
になるが、窓を開け放てばかなり涼し
いという。リビングの上を吹き抜けと
したことで、風通しは抜群にいい。

長洲研志
-西麻布の家 -

113

「
外
装
」
が
な
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1964 年 東京都生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　36 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　S+RC造
階数　　　　地下 2階
　　　　　　地上 3階
敷地面積　　50.01 ㎡
建築面積　　30.00 ㎡
延床面積　　119.00 ㎡

　材料費と人件費を減らすために、関
わる業者は構造の鉄骨と RC、外壁を兼
ねたサッシとガラス等に絞り限られた
土地をいっぱいに使うためにガラスを
そのまま外壁にした。家全体の外側を
メッシュシートで囲むことで、外部か
らの視線を遮っている。暑さ寒さも気
になるが、窓を開け放てばかなり涼し
いという。リビングの上を吹き抜けと
したことで、風通しは抜群にいい。

長洲研志
-西麻布の家 -

113

「
外
装
」
が
な
い

1964 年 東京都生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　36歳
所在地　　　東京都
構造　　　　S+RC造
階数　　　　地下 2階
　　　　　　地上 3階
敷地面積　　50.01 ㎡
建築面積　　30.00 ㎡
延床面積　　119.00 ㎡

　壁・床・天井のグリッドと、間仕切
りをつくらない大空間。材料の統一と
柔らかい光によって均質な雰囲気が生
まれ、生活の場を限定しない自由さに
溢れてる。「その時々の必然性によって、
家具を気軽に移動しています。生活の
場所はあまり決まっていないほうがい
いと思うんです」厳しい環境のなかに
切り取られたかのようなこの空間で、
実に軽やかに生活されていた。

五十嵐淳
-矩形の森 -

104
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1970 年 北海道生まれ
竣工年　　　2000 年
竣工時年齢　30 歳
所在地　　　北海道
構造　　　　木造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　166.93 ㎡
建築面積　　109.30 ㎡
延床面積　　109.30 ㎡

　室内にいると背後からも光が注いで
くるような感覚となる。雲で太陽が隠
れる時には部屋中の光の量がゆっくり
と変化するのを体感する。外の景色が
見えなくとも、大きく抜ける開口部が
なくとも、そこには太陽の光を体で感
じる空間が現れた。

服部信康
-GO-TEI-

143
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1966 年 愛知県生まれ
竣工年　　　2008 年
竣工時年齢　42 歳
所在地　　　愛知県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　118.10 ㎡
建築面積　　70.45 ㎡
延床面積　　67.33 ㎡

　1 階の軒下とピロティは街に大きく
開き、敷地から道路へと広がる空間に、
仕事場、土間、植栽、池というように
室内的要素から屋外的要素までを段階
的に配置している。境界にグラデーショ
ンをつけることで、道行く人は自然に
軒下に引き込まれ、一番奥の仕事場と
の間で会話が生まれる。ほどよい距離
感で周囲と緩やかに繋がり、街に対し
て公共的な空間を提供する。

佐原光治
-辻堂東の家 -
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1972 年 和歌山県生まれ
竣工年　　　2014 年
竣工時年齢　42 歳
所在地　　　和歌山県
構造　　　　S造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　283.37 ㎡
建築面積　　118.52 ㎡
延床面積　　189.51 ㎡

　雑木林に面する南側に設けられた強
化ガラスの引き戸を全開することで、
外部とも内部ともいえる縁側のような
空間が出現する。この空間は、玄関、
飲み食べ交歓する場所、そして寝室に
もなり、自然との一体化を実感できる。

平賀信孝
-Villa 晴れる舎 -
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1949 年生まれ
竣工年　　　2013 年
竣工時年齢　64 歳
所在地　　　山梨県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 1階
敷地面積　　2,939.7 ㎡
建築面積　　97.65 ㎡
延床面積　　85.14 ㎡

　この住宅では、声楽家である妻が練
習やレッスンを行うための音楽室が求
められていたため、通りに面した 1 階
をほぼ全て土足の土間空間とし、風除
室を兼ねた多目的スペースと音楽室を
配置した。これらはさまざまな用途に
利用することのできる街のための空間
でもあり、かつての「ミセ」のように
住まいとまちを接続するための場所で
ある。

竹内申一
-まちの家 -
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1968 年 愛知県生まれ
竣工年　　　2015 年
竣工時年齢　47 歳
所在地　　　石川県
構造　　　　木+RC造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 2階
敷地面積　　81.83 ㎡
建築面積　　60.21 ㎡
延床面積　　149.18 ㎡

　自邸であるからこそ、自身が更新を
続けられる空間構成のみを躯体によっ
て出現させ、その「躯体に住まう」こ
とを目指した。社会背景や家族構成の
変化に合わせて、住まいてが更新し「身
の丈にあったメタボリズム」を実践し
ていくことになる。そのような実践に
合わせ、準防火地域に求められる必要
最低限の建材の構成にとどめ、仕上げ
材をほとんど使用しない住宅とした。

アサノコウタ
-福島の自邸 -

174

「
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げ
」
が
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1983 年 福島県生まれ
竣工年　　　2016 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　福島県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　104.09 ㎡
建築面積　　55.58 ㎡
延床面積　　69.85 ㎡

　屋根がなければ、建蔽率も容積率も
関係ない。雨が降ったら屋根のある部
分に引っ込めばいい。リビングの上に
は「空」がぽっかりと空いている。そ
れは都会に残る唯一の大自然だ。荒々
しい風や、冷たい雨も吹き付けるし、
輝く太陽や、白い月もよぎっていく。
家族はその下で身を寄せ合って眠るの
だ。

鈴木理考
-オープンスカイハウス -
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1974 年 北海道生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　45 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　76.71 ㎡
建築面積　　37.83 ㎡
延床面積　　57.01 ㎡

　道路側に設けた大きな建具は、自然
（山林）と人工（住宅地）を繋ぐ堰とし
て機能する。開け放つことで水が流れ
込んでくるように、内部にさまざまな
環境が混ざり合う。子供が中と外関係
なく走り回ったり、バーベキューを楽
しんだり、また、ギャラリーや習い事
の教室を開くなど多用途に利用できる。
逆に大きな建具を閉めると、人が集い
寛ぐリビングとなる。

斉藤智士
-堰の家 -
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1986 年 京都府生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　33 歳
所在地　　　大阪府
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　178.04 ㎡
建築面積　　88.91 ㎡
延床面積　　99.03 ㎡

　大きな活動の場「あそのびスペース」
を家の中心に据え、個室や収納、水回
りを東西側の細長いヴォリュームを寄
せた。空間の大きさは活動を示唆する。
例えばキッチンの脇にスペースがあれ
ばダイニングを示唆し、その先にスペー
スがあればリビングを示唆する。あそ
のびスペースをひとつ大きな空間にす
ることで、「家」という場が持つ慣習に
捉われない活動ができると考えた。

塩田有紀
-あそのびハウス -
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1973 年 東京都生まれ
竣工年　　　2018 年
竣工時年齢　45 歳
所在地　　　愛知県
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　190.20 ㎡
建築面積　　95.43 ㎡
延床面積　　161.52 ㎡

　トイレを除き、仕切られることなく
繋がった 1 室空間の 1 階と、仮設的に
床が設置された 2 階からなる住宅。全
面道路が行き止まりになっているため、
車や人通りがほとんどないのが特徴的
である。床面は家唯一の個室であるト
イレを覗き、一切仕切られることなく
繋がっている。

久野浩志
-ショーケース -
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1970 年 青森県生まれ
竣工年　　　2020 年
竣工時年齢　50 歳
所在地　　　北海道
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　551.49 ㎡
建築面積　　67.08 ㎡
延床面積　　118.56 ㎡

　この地域の風土に根差しながらも
人々の営みがより外部に顕在化するよ
うな新たな北陸建築の在り方を求め、
建物の大半を宙にもち上げ室内空間よ
りも大きな軒下空間を持つ構成を考え
た。この住宅では、広い軒下空間を設え、
人々が天候に左右されず安心して過ご
すことのできる開かれた場として地域
に解放している。

西和人
-能見の高床 -
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1981 年 石川県生まれ
竣工年　　　2022 年
竣工時年齢　41歳
所在地　　　石川県
構造　　　　木造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　247.12 ㎡
建築面積　　92.34 ㎡
延床面積　　89.94 ㎡

　家と庭の間には壁を作らず、すべて
窓サッシや建具で組み立てた。木の角
材や鉄骨部材、単艦パイプの柱や梁、
筋交いなどのストラクチャーに加え、
階段のささらや手すり、窓のサッシ枠、
さらにさらに家具やさまざまな生活の
風景を作るものを溢れ出させた。

山田紗子
-daita2019-
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1984 年 東京都生まれ
竣工年　　　2019 年
竣工時年齢　35 歳
所在地　　　東京
構造　　　　木+S造
階数　　　　地下 1階
　　　　　　地上 2階
敷地面積　　109.69 ㎡
建築面積　　62.75 ㎡
延床面積　　138.50 ㎡

　居住空間には仕切り壁はなく、その
四周は廊下となっており、キッチン、
浴室、収納等が交換可能に取り付けら
れている。また、居住階の下部は当初
はピロティとされ、家族構成の変化に
応じて、居住階からカプセルを吊り下
げる形で増築が可能になっており、実
際、この方式で子供部屋の増築が行わ
れていた。これらは菊竹の唱えるメタ
ボリズムを体現したものであった。

菊竹清訓
-スカイハウス -

002
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階
」
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1928 年 福岡県生まれ
竣工年　　　1958 年
竣工時年齢　30 歳
所在地　　　東京都
構造　　　　RC造
階数　　　　地上 2階
敷地面積　　247.34 ㎡
建築面積　　104 ㎡
延床面積　　98 ㎡

　建物の内外を隔てる壁や窓がない状態。シルバー
ハットは、外部に開放され、自然や環境との境目がわ
からないような半屋外の居住空間が構成されている。
外皮のない住宅は、防犯性や天候によって居住性が損
なわれるが、外部環境と限りなく一体化した空間を獲
得できる。

　035シルバーハット /伊東豊雄 ( 代表事例 )

　建物の外周部に設けたガラスをそのまま外皮として
扱っている状態。daita2019 は、　家と庭の間に壁を
作らず全て窓サッシや建具で構成し生活の風景を作る
ものが街に溢れ出ている。外壁がない住宅は防犯性や
外部からのプライバシー等の懸念点があるが、街との
程よい距離感を保ちながら、緩やかな関係性を生み出
す空間を獲得できる。

　225　山田紗子 /-daita2019-
( 代表事例 )

　天井部分に屋根がなく空に開かれている状態。オー
プンスカイハウスは、リビングの上に空が広がってお
り、住宅街の中でも大自然を獲得している。屋根がな
い住宅は、天候の影響を大きく受けるが、狭小地にお
いてもプライバシーの確保された屋外空間と明るい住
環境を獲得できる。

　216　鈴木理考 /オープンスカイハウス

　内部空間の仕切りがなく全体が繋がった一体空間に
なっている状態を。塔の家は吹き抜けを設けることで
階層間の間仕切りや扉が一切なく、上下に繋がったワ
ンルームとなっている。間仕切りがない住宅は、居住
者同士のプライバシー等の懸念点があるが、家族間の
関係性の構築や生活の場を限定しない柔軟な住環境を
獲得できる。

　003　東孝光 /塔の家

　主な居住空間が 2 階以上に配置されている状態。
スカイハウスは、1 階部分はピロティとされ家族構成
の変化に応じて増築が可能となっていた。1 階がない
住宅は、生活上の利便性が劣るが、公共的に開かれた
空間を構成し、将来の増改築のための余白として機能
する。

　002　菊竹清訓 /スカイハウス

　住宅の出入り口が外部に開かれている状態。まちの
家では、通りに面した 1 階が風除室を兼ねた多目的
スペース等となっており、街のための空間となってい
る。玄関がない家は、防犯性やプライバシーの懸念点
があるが、常に街と接続され、様々な環境が混ざり合
う空間を獲得できる。

　170　竹内申一 /まちの家

　内部空間の窓が極端に少なく、絞り込まれた光で全
体の採光を行っている状態。GO-TEI は、採光をトッ
プライトから差し込む光に限定することで太陽の光を
体で感じる空間が構成されている。窓がない住宅は、
暗く閉じられた生活空間となるが、非日常的で神秘的
な空間を獲得できる。

　143　服部信康 /GO-TEI

　内装仕上げが施されずに建築を構成する部材が剥き
出しになっている状態。福島の自邸は、仕上げ材をほ
とんど使用しない住宅とすることで住まい手による更
新が可能となっている。仕上げのない住宅は、機能性
では劣るが、社会背景や家族構成等に変化合わせた小
規模な更新が容易となる空間を獲得できる。

　174　アサノコウタ /福島の自邸



　道ゆく人々からの視線を遮ることができる 2 階に
LDK を兼ね備えた家族室を計画しした。外周部の建
具を開放することによって、デッキまで広がる室空間
となり、内外の境界のない自然環境と一体化した屋外
空間での生活を可能とした。

　道ゆく人々からの視線を遮ることができる 2 階に
LDK を兼ね備えた家族室を計画しした。外周部の建
具を開放することによって、デッキまで広がる室空間
となり、内外の境界のない自然環境と一体化した屋外
空間での生活を可能とした。

　2 階は建具により、周囲との関係を断絶した空間と
もなる。上層部には通風を目的とした最小限の開口部
を設置し、吹き抜けを介して各部屋に届く光で採光を
得るため、家族皆が中心を向いた暮らしを営む。中心
性を生む天窓からはどの空間にいても空を望める。

　2 階はガラス建具により、外壁がない空間ともなり、
周囲との緩やかな関係性を保ちつつ、生活の風景が溢
れ出る。四隅に L 字の構造体を設けここに建具が収
納される設いとすることで、外壁、窓、外装がない状
態を同時に成立させている。

　2 階以上は一体空間とし、レベルの異なる床によっ
て居場所を選択しながら生活ができる。目線の違いに
より家族間の適度な距離感を保ち、お互いが接点を持
ちながら生活を行う。大梁と吊り材によって床を構成
し、柱を無くすことで開放的な空間を獲得している。

上層部は内壁の仕上げがなく、外壁を支える骨組みが
剥き出しとなっており、断熱層はこれより外周部に設
けられている。これにより様々なスケールの増改築や
多様な使われ方を許容し、社会状況や生活環境、家族
環境の変化を受け入れながら生活を行う。

上層部は内壁の仕上げがなく、外壁を支える骨組みが
剥き出しとなっており、断熱層はこれより外周部に設
けられている。これにより様々なスケールの増改築や
多様な使われ方を許容し、社会状況や生活環境、家族
環境の変化を受け入れながら生活を行う。

　最上部にバルコニーとなる屋根のない部屋を計画
し、プライバシーを確保した屋外空間を設けた。間仕
切りがないことより、この部分から住宅内部の奥深く
まで光が差し込み、吹き抜けを介して室内全体を明る
く照らす。
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主寝室

バルコニー

書斎 ピロティ

床：タイルカーペット[t=9]
　  構造用合板[t=12]
　  スタイロフォーム[t=50]

床：フローリング[t=15]
　  床暖房パネル[t=12]
　  構造用合板[t=12]
　  鋼製束
　  構造用合板[t=24]
　  スタイロフォーム[t=100]

床：フローリング[t=15]
　  床暖房パネル[t=12]
　  構造用合板[t=12]
　  根太 45×90

床：フローリング[t=15]
　  床暖房パネル[t=12]
　  構造用合板[t=12]
　  根太 45×90

床：フローリング[t=15]
　  床暖房パネル[t=12]
　  構造用合板[t=12]
　  根太 45×90

床：ラワン合板[t=12]CL
　  床暖房パネル[t=12]
　  構造用合板[t=12]
　  根太 45×90

床：米杉デッキ材[t=15]
　  根太 45×90
　  調整束
　  FRP防水+トップコート
　  構造用合板[t=12]2枚張り
　  水勾配調整根太
　  構造用合板[t=24]

壁：PB[t=12.5]の上AEP

壁：ビニルクロス
　  PB[t=9.5]
　  構造用合板[t=12]

外壁：ガルバリウム合板大波[t=0.5]
　　  透湿防水シート
　　  PB[t=9.5]
　　  縦胴縁 15×45@500以下
　　  構造用合板[t=12]
　　  ロックウール[t=100]

外壁：ガルバリウム合板大波[t=0.5]
　　  透湿防水シート
　　  PB[t=9.5]
　　  縦胴縁 15×45@500以下
　　  構造用合板[t=12]
　　  ロックウール[t=100]
　　  構造用合板[t=12]CL ※内壁材を兼ねる
　　  横胴縁 90×45

屋根：ガルバリウム縦ハゼ葺き[t=0.4]
　　  透湿防水シート
　　  構造用合板[t=12]
　　  垂木 45×90
　　  ロックウール[t=100]

屋根：ガルバリウム縦ハゼ葺き[t=0.4]
　　  透湿防水シート
　　  構造用合板[t=12]

天井：PB[t=9.5]の上AEP

天井：シナ合板[t=9]CL

天井：シナ合板[t=9]CL

天井：シナ合板[t=9]CL

天井：シナ合板[t=9]CL

天井：シナ合板[t=9]CL

天井：シナ合板[t=9]CL

天井：シナ合板[t=9]CL

南北面断面図　S=1/100 　
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床：フレキシブルボード
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浴室
床：磁器室タイル
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洗面室
床：ビニル床シート

±0

主寝室
床：フローリング

+800

バルコニー
床：デッキ材

+1600

ユーティリティ
床：フローリング

+1600

納戸
床：フレキシブルボード

±0

トイレ
床：ビニル床シート

±0

上層平面図 3（GL+8200）　S=1/100　　 　
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上層平面図 2（GL+7400）　S=1/100　　 　


